株主総会監査役口頭報告事例

（監査役会事例）
事例1　（上場会社）
　私は、常勤監査役の○○○○でございます。
　各監査役の監査報告に基づき、監査役会にて協議いたしました結果につきまして、私からご報告申し上げます。
　第××期事業年度における当社グループの連結計算書類につきましては、○○有限責任監査法人より、お手元招集ご通知×ページの「連結計算書類に係わる会計監査人の会計監査報告」に記載のとおり報告および説明を受け監査いたしました結果、××ページから××ページに記載のとおり、○○有限責任監査法人の監査の方法および結果は相当であると認めました。
　また、私ども監査役および監査役会は、第××期事業年度における取締役の職務執行全般について監査を行ってまいりました。
　その結果につきましては、お手元××ページから××ページに記載のとおり、計算書類および附属明細書に関する○○有限責任監査法人の監査の方法および結果は相当であると認めました。
　事業報告および附属明細書は法令定款に適合しており、会社の状況を正しく示しているものと認められ、取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令定款に違反する重要な事実は認められませんでした。
　あわせて、内部統制システムに関する取締役の職務の執行についても、財務報告に係わる内部統制を含め、指摘すべき事項は認められませんでした。
　なお、本総会に提出されております議案および書類につきましても、法令定款に適合しており、指摘すべき事実は認められませんでした。
　以上、ご報告申し上げます。

事例2　（上場会社）
　常勤監査役の○○○○でございます。
監査役会を代表いたしまして、私から監査報告をさせていただきます。
　私ども監査役は、第××期事業年度における取締役の職務の執行全般につきまして監査を行ってまいりました。
　その方法と結果につきましては、お手元の招集ご通知添付書類××ページの監査役会の監査報告書の謄本に記載いたしましたとおりでございます。
　まず、事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
　また、取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
　さらに、内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であり、取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
　計算書類およびその附属明細書については、会計監査人有限責任○○監査法人の監査の方法および結果は相当であると認めます。
　次に連結計算書類についても、会計監査人有限責任○○監査法人の監査の方法および結果は相当であると認めます。
　最後に、本日の株主総会に提出されております議案および書類につきましても、法令ならびに定款に適合しており、指摘すべき事項はございません。
　以上、ご報告申し上げます。

事例3　（上場会社）
　私は常勤監査役の○○○○でございます。○○○○監査役、○○○○監査役と同意見でございますので、監査役会の合意により私からご報告申し上げます。
　第××期事業年度における当グループの監査の方法および結果につきましては、株主様への「招集ご通知」の××ページに監査役会監査報告書の謄本を掲載しております。
　すでにご覧をいただいているとは存じますが、事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会社の状況を正しく示しており、取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令定款に違反する重大な事実は認められませんでした。
　また、計算書類および附属明細書ならびに連結計算書類に係わる会計監査人である○○○○監査法人の監査の方法と結果は相当であると認めました。
　なお、本総会に提出されております議案および書類につきましても、法令･定款に適合いたしており、指摘すべき事実は認められませんでした。
　以上、ご報告申し上げます。

事例4　（上場会社）省略型報告事例
　常勤監査役の○○○○でございます。
　すべての監査役の意見が一致しておりますので、私からご報告申し上げます。
　監査役会の監査の方法および結果につきましては、お手元の招集ご通知××ページに記載の「監査役会の監査報告書」のとおりであり、指摘すべき事項はございません。
　また、会計監査人の監査結果も、お手元の招集ご通知××ページの会計監査人の「会計監査報告書」のとおりでございます。
　なお、本総会に、提出しております議案および書類につきましても、指摘すべき事項はございません。
以上、ご報告申し上げます。

事例5　（監査役会非設置・非上場会社）
　常勤監査役の○○○○でございます。
監査役2 名の意見は一致しておりますので、私からご報告申し上げます。
　監査の方法およびその結果はお手元の招集ご通知××ページに記載のとおりであり、指摘すべき事項はございません。
　また、本総会に提出された議案・書類につきましても、指摘すべき事項はございません。
　以上、ご報告申し上げます
（監査等委員会事例）
事例６（上場会社）
私は常勤監査等委員の〇〇〇〇でございます。
監査等委員会が作成した監査報告書に基づいて、私からご報告申し上げます。
まず、当社第××期事業年度における取締役の職務の執行全般について監査を行ってまいりましたが、お手元の招集ご通知××ページから××ページの監査等委員会の監査報告書謄本に記載のとおり、事業報告は、法令、定款に従い会社の状況を正しく示しているものと認めます。取締役の職務の執行に関する不正の行為、または法令、定款に違反する重大な事実は認められません。また、内部統制システムに関する事業報告の記載内容および取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
会計に関しましては、会計監査人有限責任〇〇監査法人の監査の方法および結果は相当であると認めます
また、各監査等委員は本株主総会に提出されるすべての議案および書類を調査いたしましたが、法令、定款に違反する事項および不当な事実はございません。
次に、連結計算書類についての会計監査人の監査結果につきましては、お手元の招集ご通知××ページから××ページの「連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書謄本」のとおり、会計監査人有限責任〇〇監査法人より、連結計算書類は、わが国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当社および連結子会社からなる企業集団の財産および損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているとの報告を受けており、監査役等委員会としては、会計監査人の監査の方法および結果は相当であると認めます。
以上、ご報告申し上げます。
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